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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ、撮像素子および前記撮像素子から読み出される画素信号を処理する画像信号
処理部を有する複数のビデオスコープと、前記複数のビデオスコープの中で所定のビデオ
スコープが選択的に接続されるプロセッサとを備えた内視鏡システムであって、
　各ビデオスコープが、前記画像信号処理部で実行される画像信号処理に使用する調整デ
ータが自身のスコープ機種データと関連付けられて格納されるスコープ側メモリを有し、
　前記プロセッサが、接続されるビデオスコープから送られてくる調整データおよびスコ
ープ機種データが関連付けられて格納されるプロセッサ側メモリを有し、
　前記プロセッサが、
　所定のビデオスコープが接続されると、接続されるビデオスコープの機種が以前に接続
されたビデオスコープと同じ機種であるか否かを判断する機種同一判断手段と、
　接続されるビデオスコープが同一機種でない場合、前記ビデオスコープから送られてく
る調整データおよびスコープ機種データを関連付けて前記プロセッサ側メモリに格納する
プロセッサ側調整データ格納手段と、
　ビデオスコープ接続中にユーザによって行なわれる調整データ設定作業に従い、前記プ
ロセッサ側メモリに格納されている調整データを、設定後の調整データに更新するプロセ
ッサ側調整データ更新手段と、
　接続されるビデオスコープが同一機種である場合、その機種に対応した調整データを前
記プロセッサ側メモリから読み出し、接続しているビデオスコープに送信するプロセッサ
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側調整データ送信手段とを有し、
　前記スコープ側メモリおよび前記プロセッサ側メモリが、書き換え可能な不揮発性メモ
リであって、
　前記ビデオスコープが、ビデオスコープ接続時に前記プロセッサ側調整データ送信手段
によって送信された調整データを受信すると、前記スコープ側メモリに格納されている調
整データを、受信した調整データに更新するスコープ側調整データ再設定手段を有するこ
とを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記ビデオスコープが、
　調整データ設定作業に従い、前記スコープ側メモリに格納されている調整データを、設
定後の調整データに更新するスコープ側調整データ更新手段と、
　更新された調整データを、前記プロセッサへ送信するスコープ側更新調整データ送信手
段と
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記プロセッサが、接続されるビデオスコープが同一機種でない場合、調整データの送
信を要求するプロセッサ側送信要求手段をさらに備え、
　前記ビデオスコープが、前記プロセッサからの送信要求に応じて調整データを送信する
スコープ側調整データ送信手段をさらに備えることを特徴とする請求項１乃至２のいずれ
かに記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記プロセッサ側メモリが、プロセッサ内部にあらかじめ組み込まれた内蔵メモリを含
むことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記プロセッサ側メモリが、前記内蔵メモリとともに、前記プロセッサに着脱自在に装
着される携帯型メモリを含み、
　前記プロセッサ側調整データ格納手段が、前記携帯型メモリが前記プロセッサに装着さ
れると、前記携帯型メモリに格納されている調整データを読み出し、前記内蔵メモリに格
納することを特徴とする請求項４に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記プロセッサに接続されるサーバをさらに備え、
　前記プロセッサが、
　ビデオスコープが取り外されると、接続されていた使用時間を検出する使用時間検出手
段と、
　前記サーバへ使用時間を送信する使用時間送信手段とをさらに備え、
　前記サーバが、
　送られてくる使用時間に基づき、そのビデオスコープの総使用時間を表す累積使用時間
を算出する累積使用時間算出手段と、
　累積使用時間が許容限度時間を越える場合、メンテナンスが必要であることを示すデー
タを、前記プロセッサへ送信する報知手段とを備えることを特徴とする請求項１乃至５の
いずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　それぞれ、撮像素子および前記撮像素子から読み出される画素信号を処理する画像信号
処理部を有する複数のビデオスコープと、前記複数のビデオスコープの中で所定のビデオ
スコープが選択的に接続されるプロセッサとを備えた内視鏡システムであって、
　各ビデオスコープが、スコープ動作処理を実行するプログラムが自身のスコープ機種デ
ータと関連付けられて格納されるスコープ側メモリを有し、
　前記プロセッサが、接続されるビデオスコープから送られてくるプログラムおよびスコ
ープ機種データが関連付けられて格納されるプロセッサ側メモリを有し、
　前記プロセッサが、
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　所定のビデオスコープが接続されると、接続されるビデオスコープの機種が以前に接続
されたビデオスコープと同じ機種であるか否かを判断する機種同一判断手段と、
　接続されるビデオスコープが同一機種でない場合、前記ビデオスコープから送られてく
るプログラムおよびスコープ機種データを関連付けて前記プロセッサ側メモリに格納する
プロセッサ側プログラム格納手段と、
　接続されるビデオスコープが同一機種である場合、その機種に対応したプログラムを前
記プロセッサ側メモリから読み出し、接続しているビデオスコープに送信するプロセッサ
側プログラム送信手段とを有し、
　前記スコープ側メモリおよび前記プロセッサ側メモリが、書き換え可能な不揮発性メモ
リであって、
　前記ビデオスコープが、ビデオスコープ接続時に前記プロセッサ側プログラム送信手段
によって送信されたプログラムを受信すると、前記スコープ側メモリに格納されているプ
ログラムを、受信したプログラムに更新するスコープ側プログラム再設定手段を有するこ
とを特徴とする内視鏡システム。
【請求項８】
　それぞれ、先端部に撮像素子を設けて画像信号処理を実行する複数のビデオスコープと
、前記複数のビデオスコープの中で所定のビデオスコープが選択的に接続されるプロセッ
サとを備えた内視鏡システムであって、
  前記ビデオスコープが、スコープ側メモリにあらかじめ格納されている画像信号処理に
関連した調整データおよびスコープ動作処理に関連したプログラムの少なくとも一方を、
接続しているプロセッサへ送信し、
　前記プロセッサが、接続しているビデオスコープから送られてくる調整データおよびプ
ログラムの少なくとも一方を受信すると、プロセッサ側メモリに受信した調整データおよ
びプログラムの少なくとも一方を格納し、
　前記プロセッサが、接続されるビデオスコープが以前接続されたビデオスコープと同一
機種である場合、前記プロセッサ側メモリに格納されている調整データおよびプログラム
の少なくとも一方を、接続しているビデオスコープへ送信し、
　前記スコープ側メモリおよび前記プロセッサ側メモリが、書き換え可能な不揮発性メモ
リであって、
　前記ビデオスコープが、以前接続されたビデオスコープと同一機種であったために接続
しているプロセッサから送信された調整データおよびプログラムの少なくとも一方を受信
すると、あらかじめ前記スコープ側メモリに格納されている調整データおよびプログラム
の少なくとも一方を、受信した調整データおよびプログラムの少なくとも一方に更新する
ことを特徴とする内視鏡システム。
【請求項９】
  前記ビデオスコープが、ビデオスコープ接続中にユーザによって行なわれる調整データ
設定作業に従い、前記スコープ側メモリに格納されている調整データを、設定後の調整デ
ータに更新するとともに、更新された調整データを前記プロセッサへ送信することを特徴
とする請求項８に記載の内視鏡システム。
                                                                                
  
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スコープによって器官内壁などの被写体を撮像し、観察画像をモニタに表示
する内視鏡システムに関し、特に、色情報データなどのユーザによって調整、更新等が可
能なデータあるいはプログラム等の使用環境に合わせた設定処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　先端部にＣＣＤなどの撮像素子を備えたビデオスコープには、撮像素子から読み出され
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た一連の画素信号に対して画像信号処理を行う回路が設けられている。そこでは、色調整
、ゲイン処理などの信号処理が画素信号に対し施される。画像信号処理を含めたビデオス
コープの動作処理は、あらかじめメモリに記憶されているプログラムの実行に基づく。
【０００３】
　ビデオスコープで行われる色調整等の画像信号処理は、あらかじめ定められたパラメー
タ（ガンマ値、ゲイン値など）によって行なわれる。パラメータは、撮像素子サイズ（解
像度）などスコープ側の特性に依存し、出荷時にあらかじめ調整されてＲＯＭなどに記憶
されている。
【０００４】
　その一方で、観察画像の色合いは、プロセッサの種類によっても変化する。具体的には
、光源として設けられたランプの種類、ランプの光をビデオスコープ内のライトガイドへ
集光させる光学系、画像信号処理回路などのプロセッサ特性によって色調が変わる。
【０００５】
　そのため、ビデオスコープに、あらかじめ接続可能なプロセッサに応じた色情報パラメ
ータを用意し、ビデオスコープがプロセッサに接続されるとプロセッサの機種を検知し、
その接続されるプロセッサに適した色情報パラメータに基づいて画像信号処理を行う。（
特許文献１参照）。
【０００６】
　あるいは、ユーザが内視鏡作業前にホワイトバランス調整など色調整作業を行い、作業
時の使用環境に最も適したパラメータを調整することも可能である。ホワイトバランス調
整作業では、ビデオスコープに白色被写体を撮像させ、Ｒ、Ｇ、Ｂの比が１：１：１とな
るようにゲイン値が設定される。そしてビデオスコープを使って観察している間、設定さ
れたゲイン値に基づくカラー観察画像が表示される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－２８４６８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ビデオスコープは定期的あるいは不定期に点検する必要があり、また、スコープ内部の
機構、電気回路が故障した場合、修理が必要となる。さらには、ビデオスコープを別の内
視鏡システムで使用するため、使用環境に合わせてセッティングしなければならない。
【０００９】
　ビデオスコープの点検、修理、あるいは使用環境に合わせたセッティング変更のとき、
それまでユーザによる調整作業によって設定されたパラメータはリセットされてしまう。
そのため、ビデオスコープを再び使用する場合、ユーザはパラメータ調整作業を改めて行
わなければならない。
【００１０】
　また、新たな調整作業において、以前同様のセッティングを行えるとは限らない。その
ため、同一機種のビデオスコープを複数併用する場合、製品間で色情報パラメータなどに
バラツキが生じる恐れがある。
【００１１】
　一方、ビデオスコープの動作処理を実行するプログラムは、頻繁にヴァージョンアップ
されていくが、修理、点検するビデオスコープが最新ヴァージョンのプログラムに対応し
ていない場合、新たにプログラム修正作業を行なう必要も出てくる。
【００１２】
　したがって、内視鏡システムの機器間でデータ、あるいはプログラムを共有化し、今ま
で使用されていたビデオスコープ関連のデータあるいはプログラムを内視鏡システムの使
用環境に合わせて自動的に設定することが求められる。
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【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の内視鏡システムは、複数のビデオスコープから所定のビデオスコープが選択的
にプロセッサに接続される使用環境の下で利用される。ビデオスコープは、撮像素子およ
び前記撮像素子から読み出される画素信号を処理する画像信号処理部を備えている。また
、ビデオスコープは、他のプロセッサによって構築された異なる内視鏡システムにおいて
も使用可能である。
【００１４】
　各ビデオスコープにはメモリ（以下、スコープ側メモリという）が設けられており、前
記画像信号処理部で実行される画像信号処理に使用するデータ（以下、調整データという
）が、自身のスコープ機種を示すデータ（以下では、スコープ機種データという）と関連
付けられて格納される。調整データは、ゲイン値など色情報パラメータその他の画像信号
処理に関連する１つあるいは複数のデータであり、スコープ側メモリにあらかじめ記憶さ
れている。スコープ機種データは、例えばコードで表さられる。
【００１５】
　また、プロセッサにおいても、メモリ（以下、プロセッサ側メモリという）が設けられ
ており、接続されるビデオスコープから送られてくる調整データおよびスコープ機種デー
タを関連付けて格納可能なように構成されている。プロセッサ側メモリは、例えばプロセ
ッサ内部にあらかじめ組み込まれた内蔵メモリである。
【００１６】
　本発明のプロセッサは、所定のビデオスコープがプロセッサに接続されると、接続され
るビデオスコープの機種が以前に接続されたビデオスコープと同じ機種であるか否かを判
断する機種同一判断手段と、接続されるビデオスコープが同一機種でない場合、前記ビデ
オスコープから送られてくる調整データをスコープ機種データと関連付けて前記プロセッ
サ側メモリに格納するプロセッサ側調整データ格納手段とを備える。
【００１７】
　ビデオスコープが同一機種であるか否かの判断は、観察対象器官の違い、製造時期、撮
像システムの特性などに基づいて判断することが可能である。例えば、同じ観察対象であ
り、撮像素子の性能（画像サイズ、解像度など）が同じ場合、同一機種とみなすことがで
きる。
【００１８】
　プロセッサへの調整データ送信の構成として、例えば、前記プロセッサが、接続される
ビデオスコープが同一機種でない場合、調整データの送信を要求するプロセッサ側送信要
求手段を備え、また、前記ビデオスコープが、前記プロセッサからの送信要求に応じて調
整データを送信するスコープ側調整データ送信手段を備えるようにすればよい。
【００１９】
　本発明のプロセッサは、さらに、ビデオスコープ接続中にユーザによって行なわれる調
整データ設定作業に従い、前記プロセッサ側メモリに格納されている調整データを、設定
後の調整データに更新するプロセッサ側調整データ更新手段を備える。調整データ設定作
業は、使用環境に合わせて特定の調整データを設定（カスタマイズ）する作業である。例
えば、調整データ設定作業としてホワイトバランス調整が行われた場合、Ｒ、Ｇ、Ｂのゲ
イン値が調整される。このとき、調整データにおいて設定されたゲイン値をプロセッサ側
メモリにおいて更新する。
【００２０】
　更新される調整データをプロセッサへ送信させるため、例えば、前記ビデオスコープが
、調整データ設定作業に従い、前記スコープ側メモリに格納されている調整データを、設
定後の調整データに更新するスコープ側調整データ更新手段と、更新された調整データを
、前記プロセッサへ送信するスコープ側更新調整データ送信手段とを備えればよい。
【００２１】
　その一方で、本発明のプロセッサは、接続されるビデオスコープが同一機種である場合
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、その機種に対応した調整データを前記プロセッサ側メモリから読み出し、接続している
ビデオスコープに送信するプロセッサ側調整データ送信手段を備える。そして、ビデオス
コープは、ビデオスコープ接続時に前記プロセッサから調整データを受信すると、前記ス
コープ側メモリに格納されている調整データを、受信した調整データに変更するスコープ
側調整データ再設定手段を備える。
【００２２】
　このようなデータの相互展開により、ビデオスコープ単体で保持される調整データがプ
ロセッサに展開されて共有化される一方、新たなビデオスコープが接続されると、プロセ
ッサに展開された調整データがそのビデオスコープへ展開される。したがって、プロセッ
サに接続される同一機種のビデオスコープは、共通の調整データに基づいて画像信号処理
を行うことになる。
【００２３】
　プロセッサ側メモリとしては、前記内蔵メモリとともに、前記プロセッサに対して着脱
自在に装着可能な携帯型メモリ（メモリカードなど）も適用可能である。この場合、他の
内視鏡システムで展開、共有化された調整データを利用することが可能となる。例えばプ
ロセッサ側調整データ格納手段が、前記携帯型メモリが前記プロセッサに装着されると、
前記携帯型メモリに格納されている調整データを読み出し、前記内蔵メモリに格納するこ
とが可能である。
【００２４】
　内視鏡システムは、ネットワーク等を通じてサーバと接続するように構築することが可
能である。サーバは、使用環境に合わせて構築された様々な内視鏡システムと接続可能と
なり、ビデオスコープは、複数の内視鏡システムに渡って使用することができる。
【００２５】
　様々な内視鏡システムに使用されるビデオスコープは、その使用状況の管理が困難であ
り、ビデオスコープのメンテナンスが必要な時期になってもユーザに認識されない恐れが
ある。ビデオスコープのメンテナンス管理をサーバ側で行なうことが望まれる。
【００２６】
　そのため、本発明のプロセッサは、ビデオスコープが取り外されると、接続されていた
使用時間を検出する使用時間検出手段と、前記サーバへ使用時間を送信する使用時間送信
手段とを備える。そして、サーバが、送られてくる使用時間に基づき、そのビデオスコー
プの総使用時間を表す累積使用時間を算出する累積使用時間算出手段と、累積使用時間が
許容限度時間を越える場合、メンテナンスが必要であることを示すデータを、前記プロセ
ッサへ送信する報知手段とを備えればよい。ビデオスコープのメンテナンス管理をする構
成だけを考慮すると、上述した調整データを展開、共有する構成は必要とならない。
【００２７】
　本発明の他の態様における内視鏡システムは、それぞれ、撮像素子および前記撮像素子
から読み出される画素信号を処理する画像信号処理部を有する複数のビデオスコープと、
前記複数のビデオスコープの中で所定のビデオスコープが選択的に接続されるプロセッサ
とを備えた内視鏡システムであって、プログラムが共有、展開される。
【００２８】
　すなわち、本発明の内視鏡システムでは、各ビデオスコープが、スコープ動作処理を実
行するプログラムが自身のスコープ機種データと関連付けられて格納されるスコープ側メ
モリを有し、前記プロセッサが、接続されるビデオスコープから送られてくるプログラム
およびスコープ機種データが関連付けられて格納されるプロセッサ側メモリを備える。プ
ロセッサは、所定のビデオスコープが接続されると、接続されるビデオスコープの機種が
以前に接続されたビデオスコープと同じ機種であるか否かを判断する機種同一判断手段と
、接続されるビデオスコープが同一機種でない場合、前記ビデオスコープから送られてく
るプログラムおよびスコープ機種データを関連付けて前記プロセッサ側メモリに格納する
プロセッサ側調整データ格納手段と、接続されるビデオスコープが同一機種である場合、
その機種に対応したプログラムを前記プロセッサ側メモリから読み出し、接続しているビ
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デオスコープに送信するプロセッサ側調整データ送信手段とを有し、前記ビデオスコープ
が、ビデオスコープ接続時に前記プロセッサから調整データを受信すると、前記スコープ
側メモリに格納されているプログラムを、受信したプログラムに変更するスコープ側プロ
グラム再設定手段を有する。
【００２９】
　本発明の他の態様における内視鏡システムは、それぞれ、先端部に撮像素子を設けて画
像信号処理を実行する複数のビデオスコープと、前記複数のビデオスコープの中で所定の
ビデオスコープが選択的に接続されるプロセッサとを備えた内視鏡システムである。前記
ビデオスコープは、スコープ側メモリにあらかじめ格納されている画像信号処理に関連し
た調整データもしくはスコープ動作処理に関連したプログラムを、接続しているプロセッ
サへ送信する。プロセッサは、接続しているビデオスコープから送られてくる調整データ
およびプログラムの少なくとも一方を受信すると、プロセッサ側メモリに受信した調整デ
ータおよびプログラムの少なくとも一方を格納する。
【００３０】
　そして、前記プロセッサは、接続されるビデオスコープが以前接続されたビデオスコー
プと同一機種である場合、前記プロセッサ側メモリに格納されている調整データおよびプ
ログラムの少なくとも一方を、接続しているビデオスコープへ送信する。ビデオスコープ
は、接続しているプロセッサから調整データおよびプログラムの少なくとも一方を受信す
ると、あらかじめ格納されている調整データおよびプログラムの少なくとも一方を受信し
た調整データおよびプログラムの少なくとも一方に変更する。内視鏡システムのビデオス
コープ、プロセッサは、相互に関連したサブコンビネーションとして構築される。
【００３１】
　例えば、ビデオスコープが、ビデオスコープ接続中にユーザによって行なわれる調整デ
ータ設定作業に従い、前記スコープ側メモリに格納されている調整データを、設定後の調
整データに更新するとともに、更新された調整データを前記プロセッサへ送信する。
【発明の効果】
【００３２】
　このように本発明によれば、内視鏡システムにおいて、使用環境に合わせたデータ、プ
ログラムを自動的に共有化しながら内視鏡作業を行なうことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本実施形態である内視鏡システムのブロック図である。
【図２】プロセッサによって実行される調整データ、プログラム通信処理およびゲイン値
設定処理を示したフローチャートである。
【図３】ビデオスコープによって実行される調整データ、プログラム通信処理およびゲイ
ン値設定処理を示したフローチャートである。
【図４】プログラムおよび調整データのメモリへの記録の手順を示した図である。
【図５】ビデオスコープおよびプロセッサに記録される調整データ及びプログラムの対応
テーブルを示した図である。
【図６】プロセッサにおいて実行される調整データ、プログラムの記録処理および読み出
し処理を示すフローチャートである。
【図７】調整データおよびプログラムの展開を示した図である。
【図８】サーバによって実行されるビデオスコープの使用時間管理処理を示したフローチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下では、図面を参照して本実施形態である内視鏡システムについて説明する。
【００３５】
　図１は、本実施形態である内視鏡システムのブロック図である。
【００３６】
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　内視鏡システムは、その挿入部分が体内へ挿入されるビデオスコープ１０と、プロセッ
サ２０とを備え、ビデオスコープ１０はプロセッサ２０に着脱自在に接続される。ビデオ
スコープは様々なタイプ、機種のビデオスコープが用意されており、内視鏡作業に合わせ
て所定のビデオスコープ１０が選択的にプロセッサ２０に接続される。また、プロセッサ
２０には、モニタ５０、サーバ６０、キーボード７０が接続されている。
【００３７】
　プロセッサ２０は、キセノンランプなどの光源３２を備え、光源３２から放射された照
明光は、集光レンズ３１を介してビデオスコープ１０内に設けられたライトガイド１１に
入射する。ライトガイド１１に入射した光は、スコープ先端部１０Ｔから射出し、配光光
学系１３を通じて被写体（観察対象）に向けて照射される。なお、集光レンズ３１とライ
トガイド１１の間には、照明光量を調整する絞り３３が配置されている。
【００３８】
　被写体に反射した照明光は、スコープ先端部１０Ｔに設けられた対物レンズ１５によっ
て結像し、これにより被写体像がＣＣＤなどのイメージセンサ１２の受光面に形成される
。イメージセンサ１２では、センサ駆動回路１８からの駆動信号に基づき、１フレーム分
の画像信号が所定のフレーム時間間隔（例えば１／３０秒間隔）で読み出される。イメー
ジセンサ１２には、Ｃｙ、Ｙｅ、Ｇ、ＭｇあるいはＲ、Ｇ、Ｂから成る色要素をモザイク
配列させた補色フィルタが配設されている。
【００３９】
　読み出された一連の画素信号は、前段信号処理回路１４へ送られる。前段信号処理回路
１４では、画素信号に対してデジタル化、さらには、ホワイトバランス処理（ゲイン処理
）、ガンマ補正処理などの信号処理が施される。これにより、Ｒ、Ｇ、Ｂの画像信号が生
成され、プロセッサ２０の後段信号処理回路２２へ送られる。
【００４０】
　後段信号処理回路２２では、輪郭強調処理、スーパーインポーズ処理などが画像信号に
対して施され、出力回路２４を経てモニタ５０に出力される。これにより、観察画像がリ
アルタイム動画像としてモニタ５０に表示される。
【００４１】
　ＣＰＵ、ＲＯＭ等を含むシステムコントロール回路２６は、タイミングコントローラ２
８、後段信号処理回路２２などへ制御信号を出力し、プロセッサ２０全体の動作を制御す
る。プロセッサの動作制御に関するプログラムはＲＯＭにあらかじめ格納されている。ま
た、システムコントロール回路２６は、ビデオスコープ１０内に設けられたスコープコン
トローラ１６と相互通信し、様々なデータ、プログラム等が受信、送信される。
【００４２】
　ビデオスコープ１０がプロセッサ２０に接続されると、プロセッサ２０からビデオスコ
ープ１０に電源が供給される。ＣＰＵを含むスコープコントローラ１６は、ビデオスコー
プ１０の動作を制御する。ＥＥＰＲＯＭ１９には、ビデオスコープの画像信号処理に関す
るデータ（以下、調整データという）、プログラムが格納されており、前段信号処理回路
１４におけるホワイトバランス処理（ゲイン処理）は、ＥＥＰＲＯＭ１９に格納された調
整データの１つであるゲイン値データ（パラメータ）に基づいて実行される。また、ＥＥ
ＰＲＯＭ１９に格納されたプログラムの実行によって、イメージセンサ１２の駆動等、ス
コープ動作全体の制御処理が行われる。
【００４３】
　ビデオスコープ１０が接続されている状況において、上述したホワイトバランス処理の
ゲイン値を設定するホワイトバランス調整作業を行うことが可能である。キーボード７０
、あるいはフロンパネルボタン８０に対する所定の操作がユーザによって行われると、ゲ
イン値を設定するためのホワイトバランス調整が実行される。このとき、スコープ先端部
１０Ｔに白色被写体を向けて撮像し、Ｒ、Ｇ、Ｂの画像信号の比が１：１：１となるよう
にゲイン値が設定される。
【００４４】
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　プロセッサ２０に内蔵されたＥＥＰＲＯＭ２３には、ビデオスコープ１０のＥＥＰＲＯ
Ｍ１９に格納されているプログラム、ゲイン値などの調整データが必要に応じて記録され
る。また、システムコントロール回路２６は、プロセッサ２０に着脱自在に装着されるメ
モリカード２５に対し、メモリインターフェイス２９を介してＥＥＰＲＯＭ２３に記憶さ
れているプログラムおよび調整データを書き込む。
【００４５】
　プロセッサ２０は、ネットワークを通じてサーバ６０と接続しており、サーバ６０は、
プロセッサ２０に接続されるビデオスコープ１０の使用状況を管理する。プロセッサ２０
のシステムコントロール回路２６は、プロセッサ２０に接続されたビデオスコープ１０の
接続時間を検出するタイマー（図示せず）を備えており、接続されていたビデオスコープ
１０が取り外されると、それまでの接続時間を使用時間としてサーバ６０に送信する。ま
た、使用時間とともに、ＥＥＰＲＯＭ２３に記録されているそのビデオスコープの調整デ
ータおよびプログラムがサーバ６０へ送信される。
【００４６】
　次に、図２～図５を用いて、ビデオスコープとプロセッサとの間で行なわれるプログラ
ムデータの相互通信、記録処理について説明する。本実施形態では、接続可能な複数のビ
デオスコープとプロセッサとの間において、ビデオスコープに関連する、特に画像信号処
理に関連するデータと、ビデオスコープの動作制御を行うプログラムとが共有化される。
【００４７】
　図２は、プロセッサによって実行される調整データ、プログラム通信処理およびゲイン
値設定処理を示したフローチャートである。図３は、ビデオスコープによって実行される
調整データ、プログラム通信処理およびゲイン値設定処理を示したフローチャートである
。図４は、プログラムおよび調整データのメモリへの記録の手順を示した図である。図５
は、ビデオスコープおよびプロセッサに記録される調整データ及びプログラムの対応テー
ブルを示した図である。
【００４８】
　所定の機種のビデオスコープ１０がプロセッサ２０に接続されると（Ｓ１０１）、接続
されたビデオスコープが登録済みであるか否かが判断される（Ｓ１０２）。具体的には、
今接続されたビデオスコープが以前に接続されたビデオスコープと同じ機種であるか否か
が判断される。
【００４９】
　ビデオスコープの機種は、観察対象器官およびイメージセンサ１２の性能に基づいて分
類されている。例えば、上部消化管を観察対象とするビデオスコープの中で、ＣＣＤサイ
ズ、解像度レベルが同じ場合、同機種と判断される。図５に示すように、機種コード（こ
こでは、Ａ、Ｂ、Ｃと表す）が与えられたビデオスコープに対し、それぞれプログラムＰ
Ａ、ＰＢ、ＰＣが用意される。また、機種コードＡ、Ｂ、Ｃに合わせて、ゲイン値を含め
た一連の調整データＺＡ、ＺＢ、ＺＣが用意されている。プログラム、調整データは、機
種コードと関連付けられてビデオスコープ１０のＥＥＰＲＯＭに記憶されている。
【００５０】
　ビデオスコープは、個別にシリアル番号（ＩＤ番号）を備えているが、観察対象器官が
同一であって撮像素子の性能が同じ場合、これらを同一機種とみなす。同一機種の場合、
画像の色調、解像度などが実質的同じであり、ゲイン値などの色情報に関するデータも同
じ値に設定することが可能となる。
【００５１】
　接続されたビデオスコープの機種が以前接続されたビデオスコープと同機種ではないと
判断されると、ビデオスコープのＥＥＰＲＯＭ１９に格納されているプログラム、ゲイン
値を含む調整データを要求するコマンドデータがビデオスコープ１０へ送信される（Ｓ１
０３、図４（Ａ）、（Ｂ）参照）。
【００５２】
　ビデオスコープでは、プロセッサ２０への接続によって電源供給を受けると、図４に示
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す動作処理があらかじめ備えられたプログラムによって実行され、ゲイン値を含むパラメ
ータなどが初期化される（Ｓ２０１）。そして、プログラム、調整データの送信要求コマ
ンドデータがプロセッサ２０から送られてきているか否かが判断される（Ｓ２０２）。図
２のＳ１０３による送信要求のコマンドデータを受信すると、プログラムおよび調整デー
タがプロセッサ２０へ送信される（Ｓ２０３）。データ送信のとき、調整データおよびプ
ログラムは機種コードと関連付けられている。
【００５３】
　プロセッサ２０では、ビデオスコープから送られてくるプログラム、調整データ、機種
コードが受信され、ＥＥＰＲＯＭ２３に記録される（図２のＳ１０４、Ｓ１０５）。ＥＥ
ＰＲＯＭ２３では、機種コードに対応付けられてプログラム、調整データが格納される（
図４（Ｂ）参照）。
【００５４】
　次に、プロセッサ２０では、ビデオスコープが接続されている状態でユーザによるホワ
イトバランス調整が行われるか否かが判断される（Ｓ１０６）。ユーザのキーボード操作
あるいはフロントパネルボタンに対する操作によってホワイトバランス調整が行われると
判断されると、ビデオスコープへゲイン値の設定処理を行うことを要求するコマンドデー
タがビデオスコープ１０へ送信される（Ｓ１０７）。
【００５５】
　ビデオスコープでは、プロセッサからゲイン値設定処理のコマンドデータが送られてく
ると（図３のＳ２０４でＹＥＳ）、ゲイン値設定処理が実行される（図３のＳ２０５）。
このとき、ビデオスコープ１０のスコープ先端部１０Ｔは白色被写体を撮像するための筒
で覆われている。そして、設定されたゲイン値がプロセッサ２０へ送信される（Ｓ２０６
）。
【００５６】
　プロセッサでは、ゲイン値が送られてくると、ＥＥＰＲＯＭ２３に格納されていた調整
データの中でゲイン値が上書き更新される（図２のＳ１０８、Ｓ１０９）。その結果、図
４（Ｃ）に示すように、一連の調整データの中で、ゲイン値が最新のゲイン値としてプロ
セッサ２０に記録される。
【００５７】
　今まで接続されていたビデオスコープが取り外しされると（Ｓ１１０）、プロセッサ２
０では、新たにビデオスコープが接続されるか否か判断される（Ｓ１０１）。新たにビデ
オスコープが接続されると、電源供給によってそのビデオスコープは初期化される（図３
のＳ２０１）。
【００５８】
　プロセッサ２０では、接続されたビデオスコープが過去に接続されたビデオスコープと
同機種であるか否かが判断される（図２のＳ１０２）。同機種の判断は、ＥＥＰＲＯＭ２
３に機種コードに応じた調整データ、プログラムが存在するか否かによって判断する。同
機種であると判断されると、ＥＥＰＲＯＭ２３に格納されている、その機種に応じたプロ
グラム、調整データが読み出され、新たに接続されているビデオスコープへ送信される（
Ｓ１１１、Ｓ１１２）。
【００５９】
　新たに接続されたビデオスコープでは、自身の機種に応じたプログラム、調整データが
プロセッサ２０から送られてくると（図３のＳ２０７でＹＥＳ）、受信されたプログラム
、調整データがＥＥＰＲＯＭ１９に上書き更新される（Ｓ２０８）。そして、更新された
プログラム、調整データによって再び初期化が行なわれ、ゲイン値などを含む調整データ
が再設定される（Ｓ２０９）。
【００６０】
　このようなビデオスコープとプロセッサとの間の調整データおよびプログラムの相互通
信、記録処理により、画像信号処理に関連するデータ及びビデオスコープ動作に関連する
プログラムが、ビデオスコープ、プロセッサへ次々と展開され、データおよびプログラム
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が共有化される。
【００６１】
　本実施形態では、メモリカード２５にも調整データおよびプログラムが記憶され、メモ
リカードを取り外して他のプロセッサ、すなわち内視鏡システムへデータを展開すること
が可能である。また、今まで接続されたことのない機種のビデオスコープに関する調整デ
ータ及びプログラムが記憶されたメモリカードがプロセッサ２０に装着されると、その情
報を取り出すことが可能である。以下、図を用いて説明する。
【００６２】
　図６は、プロセッサにおいて実行される調整データ、プログラムの記録処理および読み
出し処理を示すフローチャートであり、プロセッサ２０のメインルーチンに割り込んで実
行される。図７は、調整データおよびプログラムの展開を示した図である。
【００６３】
　メモリカード２５の装着が検知されると、装着されるメモリカード２５にプロセッサ２
０で未登録となっている機種の調整データおよびプログラムが格納されているか否かが判
断される（Ｓ３０１、Ｓ３０２）。プロセッサ２０のＥＥＰＲＯＭ２３に格納されていな
い機種の調整データプログラムが格納されている場合、その調整データおよびプログラム
が機種コードと関連付けられてメモリカードから読み出される（Ｓ３０３）。
【００６４】
　今度は、ビデオスコープ１０に格納されている調整データおよびプログラムが、メモリ
カード２５に展開される。すなわち、プロセッサ２０のＥＥＰＲＯＭ２３に調整データお
よびプログラムが格納されている場合、機種コードと関連付けられてメモリカード２５へ
記憶される（Ｓ３０４、Ｓ３０５）。
【００６５】
　この記憶処理および読み出し処理が割り込み処理として所定時間間隔で実行されるため
、ＥＥＰＲＯＭ２３における最新の調整データおよびプログラム、すなわち、ビデオスコ
ープにおいて設定されている調整データおよびプログラムが、メモリカード２５へ順次上
書き更新される。
【００６６】
　図７に示すように、プロセッサ２０のＥＥＰＲＯＭ２３に記憶された調整データ、プロ
グラムはメモリカード２５に記憶される。これにより、メモリカード２５を取り外して他
のプロセッサに接続したとき、プロセッサ２０に接続していたビデオスコープの所有する
調整データ、プログラムが、他の内視鏡システムで使用されているプロセッサの内蔵メモ
リに記憶される。これにより、別プロセッサを用いた内視鏡システムにおいても、同等の
使用環境が構築される。
【００６７】
　図８は、サーバによって実行されるビデオスコープの使用時間を含めたスコープ管理処
理を示したフローチャートである。
【００６８】
　Ｓ４０１では、ネットワークを通じて接続されている所定のプロセッサから、そのプロ
セッサに接続されていたビデオスコープの使用時間および調整データ、プログラムが受信
される。使用時間等は、そのビデオスコープのシリアルコード（ＩＤ番号）と関連付けて
送られてくる。そして、Ｓ４０２では、そのＩＤ番号に応じたビデオスコープの今まで使
用された総合時間を表す使用累積時間が算出される。具体的には、それまでに算出された
使用累積時間に対して受信した使用時間が加算され、新たな使用累積時間が算出される。
また、Ｓ４０２では、受信した調整データおよびプログラムに基づき、ビデオスコープの
使用状況が検出される。
【００６９】
　上述したように、サーバ６０に接続される内視鏡システムのプロセッサは、スコープの
接続、取り外しがあると、その間の使用期間を算出し、サーバ６０へ送信する（そのフロ
ーはここでは図示せず）。サーバ６０とネットワークをもつ複数の内視鏡システムに渡っ
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てビデオスコープが使用される環境下において、サーバ６０は、任意のビデオスコープの
使用時間を、内視鏡システムごとに受信することができる。サーバ６０は、各プロセッサ
での使用時間に基づいてそのビデオスコープの総使用時間を算出し、記憶している。具体
的には、サーバ６０は、新たな使用時間を受信すると、それまでの使用累積時間に加算し
て総使用時間を算出する。
【００７０】
　使用累積時間が所定の許容限度時間を超えていると判断されると、そのビデオスコープ
の修理が必要であることを知らせるデータをプロセッサへ送信する（Ｓ４０４）。閾値は
、ビデオスコープの性能等に従いあらかじめ定められている。使用累積時間が超えていな
い場合、そのまま経過観察とする（Ｓ４０５）。また、使用累積時間以外でも、受信した
調整データおよびプログラムからメンテナンスの必要性が検知されると、その旨を知らせ
る。
【００７１】
　このように本実施形態によれば、所定のビデオスコープ１０がプロセッサ２０に接続さ
れると、画像処理に関連する調整データ、プログラムが、ビデオスコープ１０のＥＥＰＲ
ＯＭ１９からプロセッサ２０のＥＥＰＲＯＭ２３へ送信される。ビデオスコープ１０がプ
ロセッサ２０に接続されている間にホワイトバランス調整が行われると、ビデオスコープ
１０において調整データのゲイン値が更新設定されるとともに、プロセッサ２０のＥＥＰ
ＲＯＭ２３においてもゲイン値が更新される。
【００７２】
　そして、別のビデオスコープがプロセッサ２０へ新たに接続されると、そのビデオスコ
ープが以前接続されたことのあるビデオスコープと同機種であるか否かが判断される。同
機種である場合、ＥＥＰＲＯＭ２３に格納されている調整データおよびプログラムが今接
続されているビデオスコープへ送信される。そして、ビデオスコープでは、受信した調整
データおよびプログラムに基づいて画像信号処理を含めた動作処理を実行する。
【００７３】
　本実施形態では、同一機種のビデオスコープがプロセッサ２０に接続されると、ゲイン
値などの調整データが共通化される。これにより、ユーザが何度もホワイトバランス調整
作業などを各ビデオスコープに対して行なう必要がない。特に、接続するプロセッサの特
性、すなわち内視鏡システムの特性に基づくゲイン値など調整データが設定されると、同
一機種においても統一される。そのため、同一機種の製品間でそのプロセッサを使用する
内視鏡システムでは、色調整などのバラツキが生じない。
【００７４】
　さらに、ビデオスコープを動作させるプログラムが同一機種の間で最新のヴァージョン
に更新することが可能となり、動作性能の優れたビデオスコープへ自動的に改良すること
ができる。
【００７５】
　一方、本実施形態では、メモリカード２５に対し、ビデオスコープに格納されている調
整データおよびプログラムが記憶される。これによって、他のプロセッサを使用する別の
内視鏡システムにおいても、同一機種のビデオスコープを使用する場合には同等の使用環
境を構築することが可能であり、セッティング等が簡略化される。
【００７６】
　また、特定のビデオスコープの使用累積時間を含めた使用状況がサーバ６０によって管
理されているため、ビデオスコープが様々なプロセッサ、すなわち様々な内視鏡システム
で使い回されていても、そのビデオスコープの総使用時間が検出され、メンテナンスの有
無を正確に判断し、知らせることができる。
【００７７】
　調整データとしては、ゲイン値以外のデータであって、ユーザによる調整作業あるいは
自動的作業により使用環境に合わせて変更、更新されるデータなども、同様に共有化させ
ることも可能である。また、ビデオスコープの画像信号処理回路をＦＰＧＡなどプログラ
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ムによって構築可能な回路で構成する場合、その回路を構築するプログラムを共有化させ
るように相互通信させることも可能である。なお、ＥＥＰＲＯＭ以外の書き換え可能な不
揮発性メモリなどを適用してもよい。
【符号の説明】
【００７８】
　１０　ビデオスコープ
　１２　イメージセンサ
　１４　前段信号処理回路（画像信号処理部）
　１６　スコープコントローラ
　１９　ＥＥＰＲＯＭ（スコープ側メモリ）
　２０　プロセッサ
　２３　ＥＥＰＲＯＭ（プロセッサ側メモリ、内蔵メモリ）
　２５　メモリカード（プロセッサ側メモリ、携帯型メモリ）
　２６　システムコントロール回路

【図１】 【図２】
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